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　This　research 　was 　conducted 　on 　various 　aspects 　of　the　housing　adaptations 　for　the　aged 　persons　in−

volv 量ng 　care 　managers 　in　lchikawa　City　four　years　after 　the　enforcement 　of 　thc　care 　insurance　system ．
The　purpose　of 　the　research 　is　to　dcfine　the　character 　of 　care 　managers 　and 　clarify　the　modus 　operandi

of 　the 　housing　adaptation 　in　order 　to　strain 　the　problems　there 　of　as　well　as 　thc　duty　of　managers ．
Questiennaires　were 　d［stributed 　to　204　 care 　managers 　in　69　care　management 　 service 　othces 　in
Ichikawa．　The　numbers 　of　the　responses 　collected　were 　122　represeuting 　59．8percent ．　The 　findings
arc　as 　follows：80％ of　the　care 　managers 　were 　females，　and 　they　were 　ress　experienced 　than　the　na −
tional　average ，　Apart　from　a　higher　rate 　in　the　number 　of　qualified　care 　managers ，　Ichikawaも care

managers 　were 　on 　a　per 　with 　their　counterparts 　in　the　other 　areas 　of 　the　nation ．　Over 　90％ of 　care

managers 　in　Ichikawa　had　taken　part　in　housing　adaptation 　work 　and 　the　number 　was 　expected 　to　in−
crease 　furthen　Howcver ，40％ were 　not 　actively　interested　in　the　work ．　The　problems　cited 　were ：1）
Little　chance 　of 　acquiring 　the　knowledge 　of 　housing　adaptation ，2）Little　information　on 　builders　or 　re −
formers，3｝　Diffculties　in　collaborating 　with 　housing　adaptation 　specialists．　The　imminent　undertakings
recommended 　to　solve　the　problems　disclosed　as 　a　result 　of 　tllis　research 　are ：1）Setting　up 　a　system

of　providing　care 　managcrs 　w ｛th　opportunities 　to　learn　the　art 　of 　housing　adaptation ．2）Worklng 　out

a 　system 　for　care 　managers 　to　collaborate 　with 　the 　specialists 　in　the 丘elds 　of　censtruction 　and 　rehabili −
tation．
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　 1．は じめ に

　1990 年代以降，高齢に な っ て も住 み慣れた地域 で

住み続けたい とする要求は 強 く，そ の ため に既存住宅

を改善す る こ と に対 して
， 自治体が支援する動 きが み

られ る よ うに なっ た．2000年 の 介護保険法に住宅改

修が位置づ け ら れ ，こ れ に よ り，従来
一

部の 自治体だ

けで 施行 され て い た 住宅改修は，全 国
一
律 に実施され

る よ うに な り，6年 を経 て
一

定の 実績が 上 が っ て きて

い る
＊ 1 ．

　高齢者 が 在宅 で 生活を継続する上で の 住宅改修の意

義は
， 第 1に個 々 の障害に合わ せ住宅 を改修す る こ と

で 生活障害の 解消や緩和 を図 る点，第 2 に普遍的なバ

リ ア フ リ
ーを施すこ とで，事故予防 ，安全 の確保を図

る点にある，今回の 改正 の ポ イ ン トで もあ る 予防介護

の 観点か らも ，
バ リア の多い 日本の 既存住宅の 改善は

重要 で あ る．

（99）

1 ’
介護保険制度施行か ら 6年 が 経過 し．2006年 4 月制

　度 の 持続可 能性 の 確保や 活力あ る 超高齢化社 会 の 構

　築 と社会保障 の 総合化を目指 し て 介護 保 険 制 度 の 改

　正が行われ，こ の 中 で 住宅 改修 は事前申請 と な っ た．

　事箭 申請 に よ り，不要 な改修 は 防止 され る よ うに な っ

　 た が，利用の 面で は や や 制限 が され て きて い る，
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　そ の
一
方で ，様 々 な問題が浮 き彫 りに な っ て きて い

る．昨今，適切な改修が実施 され て い な い 現状や高齢

者を ターゲ ッ トとした悪質住宅改修業者 の 摘発，また

国民生活セ ン ター等で も住宅改修に関す る相 談 の 急増

が指摘 され て い る ．

　住宅改修を効果的に行 うに は ，改修に携わ る 当事者 ，

介護支援専 門員 （以下 ケ ア マ ネジ ャ
ー），施工業者，

福祉，医療，建築等の 専門家との ，連携が欠 くこ との

で きない 条件に なる と指摘され，特に介護保険制度下

で は ケ ア マ ネジ ャ
ー

の 役割が期待 されて い る
1 ）2 ｝．

　しか しなが ら
， 実際 に は キ ーパ ーソ ン として注目さ

れ る ケ ア マ ネジ ャ
ー

が住宅改修 に お い て そ の力を十分

に発揮 し て い る とはい えな い の が 実状で ある．

　本研究で は，介護保険におけ る高齢者の住宅改修の

重要な主体の 1 つ で あるケ ア マ ネジ ャ
ーを対象に，調

杢研究を行 っ た ，

　2．研究の 目的 と方法

　（1） 目　　 的

　本研究は第 1に介護保険法が施行され 4 年が経過 し

た時点で の 市川市の ケアマ ネジ ャ
ーの属性，介護保険

に お ける住宅改修の 取 り組 み 実態 と意識，問題点等 を

把握する こ と．第 2 に ケア マ ネジャ
ーが住宅改修の キー

パ ー
ソ ン と して の力量を引 き上げる た め に は ，どの よ

うな課題 が ある の か を明らか に す る こ と を 目的 とする．

　  　既往研究

　住宅改修に 関する こ れ まで の 研 究 は，介護保険制度

施行前 と後にわ け る こ とが で きる．

　制度前 の 研 究は 第 1 に 自治体制度を利用 した改修の

効果，有効性 に 関する もの ，第 2 に住宅改修シス テ ム

や専門家の関わ り方 に関する もの に分類 され る．前者

に つ い て は，改修は浴室や トイ レの 手す り設置が，行

わ れ る こ とが 多 く，早期 の 改修実施は 高齢者の 自立度

の 向上，介護負担の軽減 を促 す こ と が 明 ら か に な っ て

い る
3＞．後者に つ い て は専門家が連携を取 り改修 を計

画す る こ とは有用で あ る が，専門家 の 関与は
一

部の 地

域 に限 られ，今後連携 シ ス テ ム の研究が必要である と

して い る
q ）．

　介護保険制度施行後の 研究で は ，第 1 に 介護保険制

度を利用 した改修実態や効果に関する もの ，第 2 に改

修シ ス テ ム や 専門家 の 関 わ り方に ケ ア マ ネジ ャ
ー

の 役

割を加えた もの に な る．前者 で は
， 改修場所等の 傾向

は介護保険制度以前 と変化 は あまりみ ら れ なか っ たが，

介護保険と自治体独 自の 制度 を併用する こ とで よ り高

い 効果 が 得 ら れ る こ とが 明 らか に な っ て い る
5
臥

一

方で、要介護者及 び家族の改修に対する満足度 は高い

が実際 に は効果 の ない 改修 もあ る こ とが報告 され て い

る
2｝．後者に つ い て は

， 住宅改修ア ドバ イザ
ー事業を

介護保険制度以前 か ら導入 して い る 町 田市の事業経年

変化に 関する研究
7｝

や ，住 宅改修業者に 関する研究が

ある
S 〕．またケ ア マ ネジ ャ

ーに つ い て は
， 住宅改修の

業務 に負担感を持っ て い る こ と等が明 らかとな っ て い

る
9 〕10 ）

．

　以上 を踏 まえ ， 本研究 の オリジ ナ リテ ィ
ーは第 1 に

市川市に おけるケア マ ネジ ャ
ー

の 属性 を明らか に した

こ と，第 2 にケ ア マ ネジ ャ
ーの 改修に 携 わ る 課 題 と負

担状況 の 追跡調査を実施 した点に ある．

　（3） 方　　法

　市川市役所 の 「居宅サ
ービ ス 事業者サ

ービ ス 提供 情

報」に掲載され て い る居宅介護支援事業者 69事業所

に所属する ケア マ ネジ ャ
ー計 204名ヘ ア ン ケ

ー
ト調査

を実施した ．

　 ア ン ケ
ー

ト調査項 目は，ケ ア マ ネジ ャ
ーの 基本属性，

住宅改修実施状況，住宅改修業者との 連携状況，連携

機関，改修場所，改修効果，改修に関する課題 ，意識，

積極性や研修会参加状況に関する 28 項目で ある．

　調査 票 は
，
2004年 7 月に市川市介護 支援専門員協

議会総会で参加事業所毎に配布．欠席者に は，後日郵

送を行 っ た．回収は 郵送に よ り，回収期間は 10月末．

回答数，回収率は表の 通 りで ある （表 1），

　（4） 調査対象地域 の 概要

　調査対象地域 の 市川市は千葉県西部に位置 し，東京

と隣接 し た住宅都市 と し て 発 展 し た ．高齢化率は

2004年 4 月 1 日現在 13．0％ と全 国平均 と比較 し て低

い が ， 地域に よ り高齢化率が偏在 し，格差が著 しい ．

　世帯 をみ て も，高齢者の い る 世帯の 割合 は 全 国平均

を下 回 り，約 2 割で ある．この 内約 8割 は持 ち家 で住

環境 は 比較的余裕は あ る が ，住環境 に対す る高齢者の

意識調査結果
m

をみ る と市内高齢者の 約 2 割が
， 住宅

に 関して 困難が あ る と回答し て い る ．市で は 1994年

か ら住宅施策 の
一

環と して 住宅改造費及び設備費に 対

する 助成制度を設 け，介護保険以後も継続 され て い る．

表 1．配布回収数

配布数 回 収数 回収率

204 122 59．896
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　3．ケ ア マ ネジ ャ
ーの 基本属性

　本調査の 回答者の性別は，8割以上が女性 で ある，

2003年度に厚生 労働省が 実施 した，「介護支援専門員

の 実態に か か る 全国調査結果」
12〕

（以下全国調査）と同

様の 割合 で ある．

　年齢構成は 全 国調査 と比較 し，市川市で は 20代 の

割合が多 く，40 代 の 割合が少 ない とい う偏 りが み ら

れ る．市川市で は 3 年以上 の 経験者は全 国調査 の 5割

を下 回 り約 4割，他方 2年以下 の 経験者が約 4 割と経

験年数が 少ない ケ ア マ ネジ ャ
ー

が全国調査 より多い ，

　ケアマ ネジ ャ
ー

の 要件 として の 基礎資格は，市川市

で は 介護福祉士が最も多 く約 4 割を占め ，次い で看護

師で あ っ た．全 国調査で は看護師，介護福祉士 の 順 で

あ る （図 1）、基礎資格を看護系 （保健 師 ・看護 師），

福祉系 （社会福祉士 ・介護福祉士 ・相談援助 ・介護業

務），そ の 他 （医師 ・
薬剤師 ・理学療法士 ・作業療法

士 ・柔道整復師 ・栄養士 ・歯科衛生士 ・そ の他）に分

類す る と，看護系が 28．7％ ，福祉系 51．6％，そ の 他

19．7％と，福祉系の 基礎資格を持つ もの が 半数以上 を

占め る．

　ケ ア マ ネジ ャ
ーの所属法人は営利法人が約半数 を占

め，社会福祉法人が 2 割で 全体の 4 分 の 3 とな っ て い

る ．近年，介護保険分野 で も非営利法人 の 活動が 目立

つ が，市川市で は非営利法人 は 1件で ある （図 2）．

　所属機関は，居宅介護支援事業者に所属す る ケ ア マ

ネ ジ ャ
ーが 約 7 割 ， 次 い で 在宅介護支援 セ ン ター地域

型が 2 割，在宅支援セ ン タ
ー

基幹型 は 2．5％ で あ っ た．

　4．住宅改修実施状況

　（1） 住宅改修実施件数

　回答者の 9 割近 くが介護保険制度に お け る住宅改修

の 経験 を有 して い る．残 り1割の 未経験者 は 業務 開始

、

、

、

鳬

5443

、03

晃

 

 

℃
℃

、

メ 評 評雑〆 〆毒躍 ザ ず

　　　　　　　 図 L 基礎資格

鬮

（101）

か ら 1 年未満の もの が 7 割を占め，経験年数があ まり

経過 して い ない 人 で あっ た．住宅改修を実施 して い な

い 理 由と し て は住宅改修 が 必要 で なか っ たケ
ー

ス を担

当したか らである．

　ケ ア マ ネジ ャ
ー

が担 当 した改修実施総計を，年度別

に 集計す る と，2000年で は 104件，2003年 419件，3
年 間 で 約 4 倍に増加 して い る ．な お 2004年度の 件数

は 6 月調査時点で は，合計で 237件と前年度よ り件数

増加が 予想され る ．

　こ れ まで の 制度利用状況 に つ い て は，介護保険制度

の み を利用 して行 っ た住宅改修が最も多く，実施件数

の 総計 の 約 8 割を占めて い る ，介護保険と独自助成制

度の併用は約 2割，独 自制度の み の 利用 は 2．4％だが，

併用 と独自制度の み の 利用 も増加傾向 で あ る （図 3）．

　  　住宅改修提案者

　住宅改修実施に あた り，改修 の 当事者 で あ る要介護

者が 明確 に 要求 を出す こ とが重要で あ る．しか し調査

結果で は本人か らの 提案は約 2 割しかなく，利用者家

族が 65％，ケ ア マ ネ ジ ャ
ー

は 約 15％ で あ っ た （図 4）．

　住宅 改修実施の 目的として は，回答者の 約 9割近 く

が利用者本人 の 自立 ・ADL の維持を掲げて い る （図 5）．

40e3503ee2502eo15D100005

　 　 　 　 　 　 　 　 6，6％

　　 図 2．所属法人

2000 年　　　2001sl 三　　 2002 年 　　　2DO3年 　　　　2004 年

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6A まで

m 介 護保 険 制 度 の み 　　 　 ■ 市 川 市独 自制度 の み 　 　　 囗 併用

図 3．利用者制度別改修実施総計
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改修桑者

0眺

図 4．住宅改修提案者

福祉 用具

対 応 不 可

　 7％

その 他

Is
介助者の

負 担軽減

3x

図 5．住宅改修 の 目的

　5．施工業者の選択及び専門家との連携

　（1） 施工業者 の 選択

　改修に あ た り施 工 業者 の 選択 方法の第 1位 と して 挙

げ られたもの の 中で 最 も多か っ た の は，ケ ア マ ネジャ
ー

が 日 ご ろ か ら連携 して い る業者を紹介する ケ ー
ス で あ

り，約半数をしめ て い た．次い で ケ ア マ ネジ ャ
ーの所

属機関と連携を とっ て い る業者 を紹介する ケ
ース が約

2割 で あ っ た ．

　こ れ に対し て，利用者か らの 業者紹介 は 第 1 位で は

2 割弱と少ない が ，第 2位，第 3位 で は最多 と な っ て

い る．市川市で 作成して い る業者リス トを利用する ケ
ー

ス は 1 位 ， 2位で は 1 割と少な く，第 3位に な っ て 3

割近 くに増加 して い る （図 6）．

　なおケ ア マ ネジ ャ
ー

が業者 を紹介する場合，原則，

複数の 業者を紹介する こ とにな っ て い る が ，ケ ア マ 不

ジ ャ
ー

が個人 で 連携 を取 っ て い る業者の平均件数は 2

件，3 件 との 回答が約 50％ を しめ
， 最 も多 い もの で

10件で あ っ た．また ケ ア マ ネジ ャ
ー

が所属する機関

で 連携 を取れ る業者がお り，そ の うちの 6 割は 1〜3

件 と 回答して い る．4 年が経過し，実績が で き る 中で

ケ ア マ ネジ ャ
ーも所属機関も数件の 業者 と の 連携体制

が で きて きて い る こ とが推察される．

　〔2） 専門家との連携

　住宅改修に際 して ，プ ラン の検討 ・実施で専門家と

1位

2位

3位

O％　　　　20跖　　　　40％　　　　60％　　　　80％　　　100％

■ 利 用 者の 紹介 　　　　　　　ロ 日ごろか ら連携してい る業 者
ロ 所属機関と連携してい る業者　　国 業者リス ト

田 その 他

図 6．施工 業者選択方法

の 連携を取 っ て い る かをみる．こ こ で 専門家 とした の

は 以下 3 つ で あ る．

　1つ は リハ ビ リ系専 門職で 理 学療法士 ，作業療法士 ．

2 つ は建築系技術職 で建築士，福祉住環境 コ ーデ ィ ネ
ー

タ ー．3 つ 目に 医療系専 門職 で医師，看護師で あ る ．

　理学療法士 や作業療法士等 の リハ ビ リ系専門職 とは

約 7 割が連携あ りと回答 して い る．連携 の 度合 い は，

改修内容 に応 じて連携を取る ケ
ー

ス が 6 割強 で あ っ た．

住宅改修 へ の関わ りの，第 1 は利用者 が病院か ら退院

に あた り住宅改修を行 う場合，病院か ら理学療法士 ，

作業療法士 が派遣され る ケース ．第 2 は ，特殊な症状

があ り
一

般 的な改修だけで は十分な改修効果を得 られ

な い 場合に ケ ア マ ネジ ャ
ーか ら依頼するケ

ー
ス がある．

　 リハ ビ リ系専門職に次 い で ，多か っ た の は建築系技

術職 の 建築士及 び福祉住環境 コ ーデ ィ ネーターで ，約

6割が 連携 あ り と回答 して い る ．連携 の 程度は約 4 割

が 日頃か ら連携 を取っ て い る．医療系専門家に は，約

5割の 連携がみ られる （図 7，図 8）．

　6．住宅改修の 内容

　こ れ まで の 既往研究で ，改修場所 は浴室や トイ レ の

水回 り，改修項 目と して は手す り取 り付け，段差解 消

が多い こ とが明 らか となっ て お り，本調査結果 も同様

で あ っ た．図 9は ケ ア マ ネジ ャ
ーが手が けた改修項 目

ご と に ，「非常 に多い 」「多い 」の 回 答 の 合計数 で ある．

多 く行 わ れ て い た の は，手す りの取 り付けと段差解消

で あ る ．階段，廊下 ， 浴室，トイ レ，玄関，居室，屋

外の 各項目に お い て
， 手す り取 り付 けが 「非常に多い 」

「多 い 」 との 回答は合計 で 556件あ り，8 割近 くの ケ

ア マ ネジ ャ
ー

が実施 して い る ．こ の うちの 9割以上が

取 り付け場所として トイ レ ，浴室 を あげ て い る ．

　段差解消は，「非常に多い 」「多い 」が 356件 と 7 割

近 く と な っ て い る．改修場所 で多い の は水回 りの 浴室

で 約 7 割 と な り，次 い で，廊下，玄関も多 く 6割 を超
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図 7．専門職 との 連携の有無
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図 8．専門職 との連携の程度

■ 全ケース で い かされた

囗 あまり変化なし

円 不 明

口 全ケースでは ないがい かされた

囿 い かされなかった

えて い る ，トイ レ ，居室で も半数以上が実施 して い る，

　室内に 関する改修に対 し，住宅の 外周 りの 環境整備

はあ まり実施 さ れ て お らず，また改修の 大半は介護保

険制度内に とどまり，大規模な住宅改修にまで及 ぶ ケ
ー

ス は少な い （図 9）．

　7．住宅改修の効果

　住宅改修の効果 に つ い て は 4項目をみ た，第 1 に利

用者の 動作能力 の 改善，第 2 に利用 者 の ADL の 維持，

第 3 に利用者 の 外出など に関す る 生活圏の広が り，第

4 に ケア プラ ン の サ
ービ ス 内容の 変更で ある．

　利用者 の 動作能力の 改善と ADL の維持に つ い て は，

「すべ て の ケース で活か され る ように なっ た」「すべ て

の ケース で はな い が活か さ れ る よ うに な っ た」 との 回

答が い ずれ も 9割以 上 を しめ て い る ．一
方 で

， 第 3 に

あげた利用者の外出など生活圏 の 広が りに 関 して は，

目立 っ た変化は ない との 回答が 約 2 割で あ っ た．バ リ

ア フ リーの 効果 に よ りケ ア プ ラ ン に 変化 が あ っ た ケ
ー

ス は約 8 割で あっ た （図 10）．

　8．住宅改修 に 関す る 問題点

　住宅改修 の 問題点 と して ，回答者の 6 割以上があげ

た 項 目は 「知識 を習得す る場所や機会が な い 」で ある．

　次 い で 「改修業者の 情報不足」「専門家との 調整が

図 10．住宅改修 の 効果

困難」「ケ ア マ ネ ジ ャ
ー

が住宅改修 の 相談や情報提供

な どの 支援 が受け られる機関が少 ない こ と」で ，い ず

れ も 「非常 に 問題 あ り」 「問題 あ り」 で 4 割以 上 で あ

る．

　理由書作成報酬につ い て も個別 に報酬 を 「出す べ き

で あ る 」 とす る 回答 が 75％ を しめ て い る ．ケ ア マ ネ

ジ ャ
ー

が住宅改修の 理 由書を作成 した場合の報酬は，

ケ ア プ ラ ン 作成 に対す る報酬 に含まれ，個別 に は支払

い が行われ て い ない こ とが 制度上 の問題 となっ て い る，

　住宅改修に は事前打ち合わ せ や確認作業，利用者や

施工 業者との 調整，書類作成な どに多大な時間や労力

が 必要 と さ れ る．現行 の 制度 で は それ に見合 っ た 報酬

が支払われず，こ の こ とが住宅改修に対するケ ア マ ネ

ジ ャ
ー

の 積極性 を失 わ せ る 要因 と推察 され る．

　 「本人 ・家族が住宅改修の 必要性の 認識不足」や ，

住宅改修 に関 わ る主体 との 連携 で 「改修業者 との調整

が困難 で ある」「家族 との調整 が困難 で あ る」は予想

外に問題が少なか っ た （図 11）．

　9．住宅 改修 に 関す る 意識

　住宅改修に対する ケ ア マ ネジ ャ
ーの 意識に つ い て は，

「住宅改修 に 関心が ある」との 回答は 「非常にあ る」，

「あ る 」 を あ わ せ る と 95％ で あ る．介護保険制度 で 住

宅改修 を取 り扱 う意義があるかに関 して は ， 「非常に

（103） 39

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日本家政学会誌　Vo1，58　 No ．2 （2007）

本人・家勸 蹉

　 繊 との醒

　 難 との靉

　 集者黼

専触 と囃

　 権糴圉

　 遜 習得

　 蝸 曜保

闘篩1調勸妨る

巳闇 崗う

莇 刻闇 ；ない

ロ躍II謝 i

．椨 弦節

●モ醜

鴫　　 瓣 　　　郡 　　　6臨　　 m瓢　　1  X

図 ユ1．住宅改修の 問題点

やや　　　消極的　　　非常に

消 的
　

図 13．住宅改修に対する積極性

　効果

n＝122

必 要性
n；122

　 意義

n＝122
　 関心

n＝122O
腎 　　　　　　20 × 　　　　　 40N 　　　　　 60覧　　　　　 80曳　　　　　1eo％

■ 非常 にある 函 ある ロ あまりない ロ ない

図 12．住宅改修に関する意識

あ る」，「あ る」の 回答 は 96％ と高 い ．住宅改修を実

施する必要性，重要性お よ び住宅改修 の 効果に 関 して

は，全員 「非常にある」，「あ る」と回答 して い る （図

12）．

　 とこ ろ が，介護保険制度の住宅改修に積極に取 り組

んで い るか との質問に対 して は，「非常に積極的」 と

回答 した もの は僅か に 4 人 で 「積極的」 との 回答を合

わせ て も 6 割弱で ある （図 13）．

「あま り積極的 で な い 」「やや消極的」「消極的」 との

回答 した の は 4割 で あ る．なお 「消極的」 と回答 した

人は 1人 で，改修経験の ない ケアマ ネジ ャ
ーで あっ た．

　住宅改修に対する意識や認 識 は 非常に高い
一方で ，

実際 に 改修をす る 場合 に は，4割 の ケ ア マ ネジ ャ
ー

が

積極的に なれない 状況にある．その 理由は前項で あげ

られ た 問題点に ある の だ ろ う．

　10．住宅改修の 研修会参加経験

　ケ ア マ ネジ ャ
ーか らみ た住宅改修の 問題点と して，

「知 識 を 習得 す る 場所 や 機会が な い 」が 最 も多 い ．実

際に住宅改修 の 研 修会参加経験をみ る と，参加経験が

あ る と答えた の は約 4 割の み で ある．参加回数は 1 回

が 半数を しめ，次い で 2 回が 2 割と，4 分 の 3 は 参加

　 　 　 6回
　　5回
4回 8％　

2』

図 14．住宅改修研修会参加 回数

経験が 精 々 L2 回 で ある （図 14）．こ の 結果か ら住 宅

改修に必要な知識を得る機会が非常に少な い こ とが分

か る ．参加 が あ っ た 研修会の 主催団体は 半数 が 民間主

催 の もの ，次い で 市，県 となっ て い る．研修会の参加

の 内容につ い て は 「非常に参考に な っ た」「参考に なっ

た」と の 回答が 95％ を しめ 評価が 高い ．

　 11．ま と め

　調査結果をまとめ る と以下 の よ うに な る．

　1）市川市の ケ ア マ ネジ ャ
ー

は 8 割が女性 である．

全国調査 と比較する と，やや経験 の 浅い 方に偏 り，ま

た介護福祉士を持 っ て い る割合が高 い 他は，ほ ぼ 同様

の 結果で ある，2）住宅改修に つ い て は，介護 保険制

度施行後 4 年を経過 し，9 割以上 の ケ ア マ ネジ ャ
ー

が

取 り組んでお り，件数は年々 増加 し，定着して きて い

る．3）本研究 で 特徴的な こ とは，市川市で 業務を行

うケア マ ネジ ャ
ー

の 大半は概ね介護保険制度に お ける

住宅改修 の 有効性 を認 め
， 関心や意識 が 高い 反面，4

割近 くの ケ ア マ ネジ ャ
ー

が住宅改修 に積極的で ない と

感 じて い る こ とが浮 き彫 りに な っ た 点で ある ．4）問

題の要因は，  住宅改修に対す る報酬 が明確化 され

て い な い こ と，  ケ ア マ ネジ ャ
ー

が住 宅改修 に 関す

る 知識 を習得する機会が な い こ と，  改修業者 の 情
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報不 足，  専門家 との 調整 の 困難で あ り，本人 ・家

族 の 認識不足や 家族 との調整は それ ほ ど大 きくは ない ．

　以上 の こ とか ら，当事者の立場に立っ た住宅改修を

ケ ァ マ ネジ ャ
ーが 自主的に 行うた め に は ，  ケ ア マ

ネジ ャ
ー

の 住宅改修 に関する学習機会の確保，  建

築 ・リハ ビ リ専門職等の専門家 との 連携シ ス テ ム の構

築が求 め られ る．

　市川市に おける ケ ア マ ネジ ャ
ーの 学習機会の 確保に

つ い て の 対応策の
一

つ として は，市が 所有す る施設

「保健医療福祉セ ン ター
」に設置 され て い る住宅改造

モ デ ル ルーム で の研修があげられる．地域資源を活用

し，実際 に改修箇所等 の体験 や試行を行 うこ と で ，よ

り効果的 な学習が可能である と予想さ れ る．

　専 門家 との 連携シ ス テ ム の構築に つ い て は，リハ ビ

リ専門職との連携は病院か ら派遣 され る こ とで 可能 で

ある が ，建築系専門職 の 連携 に関して は，費用 な どの

点か ら現段 階で の 積極 的な関与は非常に 困難で あ る こ

とが 明らか と な り，新たな シ ス テ ム の検討に つ い て は

別な研究 で 論 じて い る
13〕．
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